
【作成：日貫の歴史を伝承する会】

郷土史会「日貫と龍神道を学ぶ会」発足時、将来の町おこし

に必要になると考え、清酒「日貫の舞」を、また、9年後に龍神道

の解明ができた記念として「龍神道」をつくった。

除夜の鐘が鳴り終わると、多くの人が大原神社・宝光寺・

願入寺そして平成24年（２０１２）までは金比羅神社に初詣

をしていた。暖かい年には大原神社と宝光寺は行き交う人で

ラッシュ状態になっていた。

文政 3年（１８２０）温泉津温泉に出かけた入湯の後、帰路

市山を経て日貫を通り宇坂垰を超え広島へ帰った。

・あへぎつつ強いても登れふる山に帰るさ近き日ぬい中山

・嶺高み昇り降りの辛ければ卯（憂）坂と人のいうにやあるらん

安永5年（１７７６）の大火により隅屋も焼け、その後現在

の屋敷が建てられたと言われている。また、本泊里の古文書

にも火災の記述があり、その後、本泊里は間口7間の家を

建てたとある。

島根県邑智郡邑南町

日貫1168番地

TEL (0855)97-0902

IP 050-5207-2000

令和４年

正面玄関にサーマルカメラが設

置されました。公民館にお越しの

際は、マスクを着用して、入口で

体温を測って消毒の上、お入りく

ださい。。

日貫ふるさとフォトコンテスト

日貫の美しい自然や風景どんな写真で

もかまいません。スマートフォンや

カメラで撮った日貫の写真お待ち

しています。



土井あや子様より

ご寄付をいただきました。日貫地区活性化

基金より紙面を借りて御礼を申し上げま

す。ありがとうございました。

健康づくり講演会のご案内

参加

日貫地区（人口と世帯数）

男 ２００人（－１人）

女 ２３１人（－２人）

合計 ４３１人（－３人）

世帯数 ２０３世帯（±０戸）

高齢者比率 ５２．９0％

＊（ ）内は前月比

２・３月の予定
２月

２８日（月）お花教室

＊写真を撮影し公民館だよりなどで使用することがあります。

令和４年１月末現在

寄付のお礼

毎月１９日は「食育の日」です。
「食育の日」は平成１７年の食育推進基本計画の策定に伴い、食育を国民運動として推進するため

に定められました。食育の日は「食（しょく）」が「しょ→初→１、く→９」に繋がることや、「育

（いく）」の読みが「１９」になることから、毎月１９日を「食育の日」としています。

「食育の日」には、

●「孤食」をしない

●家族や友達とそろって楽しく食卓を囲もう

●家族で一緒に食事を作ってみよう

●きちんと朝ごはんをとろう

●感謝の気持ちをこめて、「いただきます」と「ごちそうさま」を言おう

など、自分や家族の「食」について考える一日にしましょう。

【問い合わせ先】

生涯学習課 ℡:83-1127 IP:050-5207-5100

３月

７日（月）あいサポート研修

８日（火）健康づくり講演会

１２日（土）社会教育フォーラム

１５日（火）音楽で楽しく体操（運動指導士）

１８日（金）日貫小学校卒業式

１９日（土）食育の日

２０日（日）しまね家庭の日

２５日（金）日貫保育所卒園式

今回は、家でもできる体操を椅子に座って行い

ます。これからの農作業シーズンに向けて、寒

い時期でも運動は必須です。物忘れのツボも教

えていただきます。

日時：３月８日（火）１４：００～１５：００

場所：日貫公民館 研修室

講師：吉時鍼灸接骨院 院長 三井 菜穗子先生

定員：１５名 お申込みは、公民館まで

障がいを知り、ともに生きていくことを学びます。ま

ずは、知ることから始めませんか？

日時：３月７日（月）１５：３０～１６：３０

場所：日貫公民館 研修室

講師：あいサポートメッセンジャー 寺本愼司さん

岩谷久美子さん

お申し込みは公民館まで

あいサポーター研修のご案内


